
北海道シクロクロス選手権大会  テクニカルガイド

＜開催期日・開催会場＞

＜開催種目＞
シクロクロス　※詳細についてはこちらをご参照下さい）
■ ＡＪＯＣＣカテゴリーの部

※定員以上のエントリーについては、２レース分割して開催いたします。
※カテゴリー２とカテゴリーＬ１は１回のみ自己申告出場を認めます。
※当日エントリー不可。

＜車両規格＞
競技に使用する自転車は公道を走行することに適している自転車であれば特に規制はありません。
各自において十分な整備のもとに大会に参加してください。（競技に関係しない付属品等は、
競技中外してください）
「ＡＪＯＣＣカテゴリーの部」に出場する「カテゴリー１」及び「カテゴリーＬ１」「ジュニア」選手は、

最新のＪＣＦ競技規則に準じる車両を使用してください。

■ ＡＪＯＣＣカテゴリーの部「カテゴリー１」の選手以外はマウンテンバイクで参加OK！

＜注意事項＞
-1 競技者は必ずレース中はもとよりスクーリング及び試走中もヘルメット、グローブを着用し事故の

未然防止心がけてください。

-2 未成年の参加者は、参加申込書内の親権者の参加同意を必要とします。

-3 競技中の傷害については、主催者側で応急処置は行いますが、その後の処置は参加者本人の
責任とします。（健康保険証を所有の方は大会当日ご持参ください）

-4 ２０１１年ＪＣＦ競技者登録証の提示を求めるのは、「ＡＪＯＣＣカテゴリーの部」に参加する

「カテゴリー１」「カテゴリーＬ１」「カテゴリージュニア」選手です。「カテゴリーマスターズ」
に参加される選手も２０１１年ＪＣＦ競技者登録をすることを推奨します。

-5 参加受付証などの発行はしません。「エントリーリスト」を受付終了日以降Wｅbサイトにて公開します。

-6 大会開催中における画像の肖像権は主催者側に属し、その取り扱いについて参加者からの

異議申し立てはできません。

＜タイムスケジュール（標準）＞
０７：３０～０８：３０　参加者受付 試走
０８：３０～０８：４５　開会式 （競技説明など）
０９：００～０９：１５　チャレンジカテゴリーの部 （カデット/Ｕ１０） １５分
０９：３５～１０：２０　ＡＪＯＣＣカテゴリーの部 （カテゴリー２/マスターズ/ジュニア/Ｌ１） ４５分
１０：４０～１１：１０　ＡＪＯＣＣカテゴリーの部 （カテゴリー３/U14/L2） ３０分
１１：３０～１２：３０　ＡＪＯＣＣカテゴリーの部 （カテゴリー１） ６０分
１2：5０～　　　　 閉会式・撤収作業
※上記標準日程は、エントリー数により変更になる場合があります。

■　昇格および降格について
AJOCCシクロクロスカテゴリーには、全国共通カテゴリー昇格制度があります。
AJOCC昇格基準 

完走者数 C3 → C2 C2 → C1
1-4人 昇格なし 昇格なし
5-9人 昇格なし 昇格なし

（ただしシリーズ2勝は特例昇格）
10-19人 1名 1名
20-29人 2名 2名
30-39人 2名 2名
40-49人 2名 2名
50-59人 2名 3名
60人以上 2名 4名

●　AJOCC降格基準（シーズン終了時）
スタート選手数 × 25%以内の順位1回あるいは66%以内の順位3回
2011シーズン終了時までに残すことができなければ来季カテゴリーの降格となる

●　AJOCC降格基準（シーズン終了時）北長沼水郷公園内特設コース　（左回り）
コース図は、別途Web上にて公開する。

■

■
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●　AJOCC降格基準（シーズン終了時）大 会 規 則
本大会は、2011年UCI規則、2011年JCF競技規則、及び本大会特別規則を準用する。
以下に記載されていない大会特別規則、諸連絡は大会当日のコミュニケボードにて周知する。

※ １　大会特別規則

１－１（機　材）
今大会において使用する自転車は一般公道を走行できる自転車を使用すること。
ただし、カテゴリー１及びL1選手はUCIルールを準拠すること。
１－２（ゼッケン）
今大会で使用するゼッケンは3種類３枚
肩ゼッケン（右前１枚）腰ゼッケン（背中１枚）、ヘルメットゼッケン（右前１枚）
レース後、安全ピンを大会本部に返却すること。（その際に参加賞と引き換え）
１－３（ピット及び補給）
コース内にＷピットとシングルピットを各1箇所設置する。（参加者全員に開放する）
Ｗピットについては、登録チームが優先的に使用する。
ピット抽選は、開会式後にチーム代表者による抽選会において使用するピットを決定する。
1ボックスは4選手分までの占有とし、1レースにおいて5名以上の選手が同時スタートする
チームは2個目のピットボックスを選択して使用する。
隣接するチームボックスを選ぶことは可能だが、仕切りを外し2ボックスを拡大してのピット
使用は禁ずる。
登録チームが使用しないピット位置については、フリーとする。
アテンダントの人数は1選手に対して2名とする。ピットの使用は機材交換のみとする。
主催者側でピットに共通用に水溜を設置する。
１－４（ライセンスコントロール）
カテゴリー１及びＬ１選手はライセンスコントロールを行うので、当日受付時に持参提示し
身分を証明すること。
１－５（競技時間）
競技時間は、本テクニカルガイドに記載した時間で行う。
尚、不測の事態で大会日程の変更が生じる時は、コミュニケにて告知する。
１－６（周回表示）
すべてのレースに残り周回数を表示する。
●　「カテゴリー１」のレース
→　スタート後３周回が終了し４周回に入るときに周回板にて表示する。

●　「その他カテゴリー、クラス」のレース
→　スタート後２周回が終了し３周目に入るときに周回板にて表示する。
全てのレースにおいて選手は最終周回に入る時に鳴らされる鐘でレースの最終を確認すること。

１－７　補給
第1戦は気温が20度以上が予想されるのでＷピットにおける給水を認める。
自分のピットボックス幅内で給水を終えること。
それ以外への紙コップなどゴミを捨てた場合は自然環境保護の意味からペナルテイを科す。
ペナルテイは1回の行為につき500円を科す。
１－８（ゼッケン及びスタート位置）
シクロクロスのスタート位置については、ゼッケン番号の若い順に並ぶ
※カテゴリー１のレースにおけるスタート位置は、個人成績（昨シーズンの総合成績）及び
主催者側の意向によりスタート位置の変更ができるものとする。その場合、スタート前の
召集時に主催者より口頭で発表される。

２－１　競技結果
競技の結果と各種情報、指示事項をコミュニケにてコミュニケボードに掲示する。
今回は、携帯電話で閲覧できるようＱＲコードによる情報提供も行います。
正式成績は、大会終了後に以下の指定された公式サイトにて公開される。
公式サイトは、以下のHP
AJOCC　http://homepage3.nifty.com/cyclocross/

ＳＣＦ　http://www.sapporo-cf.jp

２－４　注意、案内事項
1.   大会日以外の、公園内の芝生内での自転車走行を禁止する。公園内の現状維持が保全され
　　 ないと今後使用不可となるので参加者は遵守してください。
2.   公園内での火気使用はできません。（厳守です）

http://homepage3.nifty.com/cyclocross/
http://www.equipe-mistral.net/main/modules/entry/index.php?content_id=1


3.   事故発生の際は、主催者側において応急手当は施すが、その後の医療機関への移動や救急
  による搬送後は、自己責任となるので当日は「健康保険証」を持参すること。大会参加に
 あたり選手全員に大会傷害保険をかけていますが、医療機関からの完治報告後のお支払い
 となります。尚、競技中の選手間の接触などによる事故については関連する選手同士の賠償
 責任問題となります。その際は、競技運営上の問題にかかわらず主催者は、該当者側からの
 責任を問われないこととします。コース内へのお子様の進入は危険ですので、レース中は
 保護者皆様の注意をお願いします。

4.   トイレは、公園内数箇所に仮設トイレがあります、公園管理事務所には水洗トイレが
 あります。

5.   ごみなどは各自持ち帰ってください。
6.   公園内は、多くの利用者がいるので車両、散歩者などとの衝突事故などには十分注意

 してください。
※   他の公園利用の方々からの注意もありましたので相互に気持ちよく公園を利用できるよう

 エチケット、マナーには気をつけてください。
7.  大会会場はパークゴルフ場と隣接しています。パークゴルフ場内への進入、横断などは

互いの迷惑行為となりますので迷惑のかかる行動は謹んでください。

ＪＥＣＸ　ツアー２０１１テクニカルガイド
１．目的
東日本のシクロクロス選手を広範囲の交流を通して競技力向上と３地域のシクロクロス普及発展を図る。
２．対象レース
関東、東北、北海道において開催されるシクロクロスレースをセレクトしてツアー化する。
レースグレード
　　■グレードＡ■　東日本にて開催される全日本選手権　ＵＣＩ公認レース　
国内ナショナルセレクションシリーズ大会
　　■グレードＢ■　GP-mistralシリーズ　　TOHOKU ＣＸシリーズ　　北海道ＣＸ選手権
　　■グレードＣ■　上記以外の東日本にて開催されるシクロクロス大会

　＜　２０１１シーズンツアー　＞

３．対象カテゴリー及び選手
　　【カテゴリー２】　　　　２０１１シーズンＡＪＯＣＣ名簿選手及び２０１１シーズン内に
カテゴリー３から随時昇格してきた選手
※　ツアー期間中にカテゴリー２からカテゴリー１へ昇格した選手は
その時点で以後のツアー参加資格を失う。

　　【カテゴリーＭ】　　　　２０１１シーズンＡＪＯＣＣ名簿及び新規登録者マスターズ選手
　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西シクロクロスのＭ１．Ｍ２は問わず）
２０１１シーズン中はシーズン通してマスターズ所属となります。
国内レースごとにマスターズと他のカテゴリーと混合所属は不可。
ただし、第１７回全日本選手権時のマスターズ選手権は例外とする。
（カテゴリー１所属以外で西暦１９７２年以前生まれ）

　　【カテゴリーＬ２】　　　２０１１シーズンＡＪＯＣＣ名簿及び新規登録者
　　【カテゴリーJunior】　２０１１シーズンＡＪＯＣＣ名簿及び新規登録者

４．ポイントの移行
　　カテゴリーの昇格、降格においては既に獲得したポイントの移行はできない。

５．ランキング　
個人ランキングは、対象レース１位～１０位に対して所定のポイントを与えランキングする。

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
40P 30P 20P 16P 12P 10P 8P 6P 4P 2P
20P 15P 10P 8P 6P 5P 4P 3P 2P 1P
10P 8P 5P 4P 3P 2P 2P 1P 1P 1P
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６．表彰

　　　各対象大会
　　対象レースにおいては対象カテゴリーの１位～３位までに賞状及び賞金を付与する。
　　賞金額については、対象大会の主催者が決定する。
　　　　（大会時のコミュニケ、テクニカルガイドなどにより告知される）

　　参加人数が多く複数レースに分割して行った場合の成績はグループ内１位選手のタイムが速い
グループの成績を優先する。

（例）
　　●　カテゴリー２Ａのレース　　　　　１位選手タイム（３２分１０秒）　２位選手（３２分４５秒）
　　●　カテゴリー２Ｂのレース　　　　　１位選手タイム（３１分５０秒）　２位選手（３２分５８秒）
　　　　上記の場合はカテゴリー２Ｂのレースを対象レースとしてツアーでは成績処理する。

個人総合ポイント（ランキング）１位選手にツアーリーダージャージを与え栄誉を称える。
総合ポイントが同点の場合は、ツアー最終戦の第５戦（TOHOKU CX 第2戦）の
成績上位者を勝者とする。

個人総合ポイント１位選手は、２０１１シーズン国内最終戦の東北ＣＸ第４戦へ
招待選手として以下の特典が与えられ優位な参加が認められる。
　　
　　　（特典１）　参加料の免除
　　　（特典２）　大会前日の宿泊料補助（５０００円）　
ただし仙台市内及び近郊(宮城県居住)の選手が該当する場合は特典２の適用はしない。

「ＧＯＬＤ　ロペット」　→Ｊ　Ｅａｓｔ　ＣＸ　Ｔｏｕｒの６大会、全てに参加し完走した選手には、
 その健闘を称して「ＧＯＬＤロペット：特製クリスタル」を与える。
「ＳＩＬＶＥＲ　ロペット」→　Ｊ　Ｅａｓｔ　ＣＸ　Ｔｏｕｒの３地域の大会へ参加完走した選手には、
 その健闘を称して「ＳＩＬＶＥＲロペット：特製メダル」を与える。

７．優遇措置
（１）　スタートマネー
対象カテゴリーのツアーリーダーには、次のツアーレースに参加する場合主催者側から
成績によって以下の規定に基づくスタートマネーを受領する権利を有する。
１位　（３０００円）　　　２位　（２０００円）　　３位　（１０００円）　　ＤＮＦ　　　（０円）

（２）　スタート位置
対象カテゴリーのツアーリーダーは、各大会のスタート整列時に選手紹介、及び最前列からの
スタートする権利を付与する。

　主　催　：北海道自転車競技連盟 ＣＸ Ｐｒｏｊｅｃｔ 大会事務局
　共　催　：eｑｕｉｐｅ ｍｉｓｔｒａｌ
　後　援　：ＡＪＯＣＣ（全日本シクロクロス主催者協会）　　長沼町　　長沼町教育委員会

　  （財）日本自転車競技連盟

   協力・協賛：
ゼット株式会社　　　ＴＯＨＯＫＵ ＣＸ Project　　　mistral
株式会社 ＮＩＰＰＯコーポレーション　　株式会社 シマノ　　株式会社 マトリックス
株式会社 日直商会　　コクヨ北海道販売株式会社　　北海道自転車軽自動車商業協同組合
ブリジストンサイクル東日本販売 株式会社　　株式会社 深谷産業　　日清ファルマ株式会社
ライトウェイプロダクツジャパン株式会社

お問い合わせ先

北海道自転車競技連盟 ＣＸ Ｐｒｏｊｅｃｔ シクロクロス大会事務局
北海道自転車競技連盟 ＣＸ Ｐｒｏｊｅｃｔ 総務委員長 勝見　洋一
e-mail：scf-1@sapporo-cf.jp

個人総合

ロペット

mailto:tohoku.cx.project@gmail.com

